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V143a NASCO計画の開発進捗：受信機の改修による 5ビーム同時観測の実現
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我々はチリアタカマにある NANTEN2望遠鏡を用いて、全天の 70%の領域における CO輝線をマッピング観
測するNASCO (NANTEN2 Super CO survey as legacy)計画を推進している。本計画を遂行するためには高感
度な受信機で効率の良い観測をする必要があるため、我々は 100 GHz帯で 4 ビーム/両偏波/SSB、200 GHz帯で
1ビーム/両偏波/2SBのマルチビーム受信機であるNASCO受信機を開発した。2019年 9月のファーストライト
時点では受信機初段の冷却アンプ複数台の性能が出ておらず、観測に使用できるのは 100 GHz帯で全 16IFのう
ち 4IFのみだった (山本・藤城他 2020年春季年会)。今回我々はその後のNASCO受信機の改修とその結果につ
いて報告する。まず、現地で受信機初段の冷却アンプが故障しているのを突き止めメーカーでの修理を行なった。
次に、IF系の最終段に使用していた帯域 0-2GHzの自作アンプ数台が故障したこと、分光計への入力パワーが不
十分であったことから常温アンプを 20台程度追加製作した。2020年 3月にこれらのコンポーネントを NASCO
受信機に搭載した結果、良い IFでは 150 K程度の T sysを得られるなど性能が向上し、200 GHz帯と合わせた全
5ビームでの CO輝線の同時観測に成功した。今後は SIS素子の不足で使用できていない 200GHz帯の 2IFの修
繕や、本観測に向けた受信機の安定性評価を進めていく予定である。


